
資料４ 

乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）について 

 

乳児等通園支援事業については、全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良質な成育環

境を整備するとともに、全ての子育て家庭に対して、保護者の多様な働き方やライフスタ

イルに関わらない形での支援を強化することを目的に、新たな通園制度として令和７年４

月に創設され、令和８年度から全ての自治体で、子ども・子育て支援法に基づく給付制度

として実施するものです。 

 本市においては、草津市こども・若者計画の 164 ページに乳児等通園支援事業について記

載しており、数値目標については、令和 8年度からの制度の本格実施に向けて、改めて設定

を行うこととしていることから、量の見込みと確保方策の数値目標として草津市こども・若

者計画の別紙として定めるものです。 

  



草津市こども・若者計画 別紙計画（案） 

 

草津市こども・若者計画 164 ページに記載の「①乳児等通園支援事業」の「数値目標」に

ついて、下記の通り設定します。 

 

①乳児等通園支援事業 

 

令和8
年度

令和9
年度

令和10
年度

令和11
年度

0歳児 時間/月 273 264 870 870

1歳児 時間/月 309 291 890 840

2歳児 時間/月 306 264 830 760

計 時間/月 888 819 2,590 2,470

0歳児 人 2 2 5 5

1歳児 人 2 2 6 5

2歳児 人 2 2 5 5

計 人 6 6 16 15

0歳児 時間/月 271 284 890 927

1歳児 時間/月 307 311 910 902

2歳児 時間/月 302 285 840 811

計 時間/月 880 880 2,640 2,640

0歳児 人 2 2 6 6

1歳児 人 2 2 6 6

2歳児 人 2 2 5 5

計 人 6 6 17 17

※利用定員数は、受入時間数を月176時間で除して算出している。

量の
見込み

確保
方策

区分 単位
目標値

利用定員数
※

受入時間数

利用定員数
※

受入時間数

6 6

16 15
6 6

17 17
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